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大
枝
集
会
所
完
成
汐

小

林

さ

ん

に
或

謝

状

大
枝
地
ド
は
、
学
校
、
元
役
場

具
協
、
診
療
所
な
ど
の
公
共
施
設

が
全
部
梁
川

町
地
内
に
あ
り
、
方

部
的
ま
と
ま
り
を
も
っ
施
設
が
何

一
つ
な
い
た
め
、
地
区
民
は
非
常

な
不
便
を
感
じ
て
い
た
。
そ
れ
で

全
地
区

民
が
会
合
で
き
る
よ
う
な

場
所
が
ほ
し
い
と
数
年
前
か
ら
み

ん
な
で
望
ん
で
き
た
。
そ
の
み
ん

な
の
ね
が
い
が
実
を
結
び
、
三
十

七
年
度
の
町
予

算
に
追
加
計
上
さ

れ
、
梁
川

町
野

間
組
の
請
負
で
写

真
の
よ
う
な
Ｘ
マ
ー
ト
な
集
会
所

が
建
設
さ
れ
、
去
る
五
月
十
四
日

午
前
十
時
か
ら
落

成
祝
賀
式

、
午

後
に
は
記
念
映
画
会
な
ど
を
し
て

喜
び
合
っ
た
。

こ
の
建
物

は
、
そ
の
大
き
さ
や

間
取

り
が
町
の
青
年
研
修
所
と
ほ

と
ん
ど
同

じ
で

、
大
広
間
の
ほ
か

日
本
間
、
炊
事
室

、
管
理
人
室
を

も
ち
、
総
面
積
百
五
十
八
平
方
メ

ー
ト
ル
、
地
区
公
民
舘
と
し
て
て

ご
ろ
で
あ
る
。
こ
う
い
う
公
共
物

を
つ
く
る
と
き

、
と
か
く
問
題
に

な
り
、
建

設
の

推
進
を
妨
げ
る
も

の
は
敷
地
の
問
題
で
あ
る
が
、
大

枝
の
場
合
は
小
林
敏
雄
さ
ん
が
進

ん
で
こ

れ
を
提
供

さ
れ
た
の
で
、

き
わ
め
て

ス
ム
ー
ズ
に
事
が
運
ん

だ

ご

」
の
場
所

は
県
道
に
沿
い

、

大
字

西
大
枝
の
中
央
で

、
川

内
か

ら
も
至

便
の
地
で
あ
る
の
で

。
集

会
所
敷
地
と
し
て
最
適
と
見
て
と

つ
た
小
林

さ
ん
は

、・
四
百
九
卜
五

平
方

メ
ー
ト
ル
の
水
田
の
寄
付
を

中
出

た
の
で
あ
る
　

町
で
は
落

成

式

に
際
し
感
謝
状
を
贈
っ
て
そ
の

厚

意
陌
む
く
え
た

【
写

真
】
は
全
景
と
感
謝
状
を
受

け

る
小
林
さ
ん

大 枝ヽ 地 区 集 会 所 全 景

赤
い
水
よ
さ
よ
う
な
ら
汐

浄
水
工
事
七
月
完
成

国
見
町
上
水
道
拡
張
工
事
も
三

十

六
、
三
十
七
両
年
度
で
配
水
管

の
布
設
延
長
一
八

、
九
一
三
メ
ー

ト
ル
、
栄
二
調
整
池
（
大
木
戸
小

前
一
五
〇
立
方
メ

ー
ト
ル
。入
）
汁

三
調
整
池
（

山
根
地
区

一
八
立
方

メ
ー
ト
ル
入

）
も
完
成
し
、
国
見

町
全
戸
数
の
約

七
〇
ハ

ー
セ
ソ
ト

に
当
る
給
水
区
域
に
送
水
し
、
現

在
一
、
一
八
〇
戸
に
対
し
毎
日
八

〇
〇
～
九
〇
〇
立
方
メ

ー
ト
ル
の

給
水
を
し
て
い
る

。

と
こ
ろ
で
昭
和
三
十
四
年
給
水

開
始
当
時
に
は
全
然
見
ら
れ
な
か

っ

た
鉄
分
が
三
十
五
年
頃
か
ら
検

出
さ
れ

、
そ
の
後
次
澎
に
そ
の
量

を
増
し

、
赤
い
水
を
何
と
か
し
て

く
れ
と
の
町
民
の
声
も
は
げ
し
く

な
っ
だ
の
で
、
本
年
度
い
よ
い
よ

そ
の
鉄
分
と

マ
ン

ガ
ン
分
を
・
除
く

装
置
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
五
月

二
十
日
起
工
式
、
七
月
末
完

成
を

め
ざ
し
て

工

事

を

す
す
め
て

い

る
。
こ
れ
が
完
成
す
れ
ば
、
立
瀲
な

浄
水
場
が
生
ま
れ
、
赤

い
水
と

も

お
別
れ
と
な
る
わ
け
で

あ
る
い
珥

在
は
、
井
戸

で
滅
菌
さ
れ
た
水

を

ポ
ン
プ
で
調

整
池
に
送
本
き
れ
い

各
家
庭
に
給
水
さ
れ
て

い
る
の
で

あ
る
）
こ
ん
ど
の
除
鉄
及

び
除

マ

ン
ガ
ン
装
置
の
あ
ら
ま
し
を
次

に

述

べ
る

）
ま
ず
井
戸

か
ら
ポ
ン
プ

で
気
曝
室
に
送
ら
れ
た
水
は
空
気

に
さ
ら
さ
れ
て
そ
の
中
に
含

ま
れ

て
い
る
鉄
分
が
不
溶

解
性
の
才
二

鉄
と
な

る

。
次
に
急
速
攪
拌
装
置

に
入
れ

、
消
石
灰
を
加
え
て
攪
拌

す

る
と
未
酸
化
の
鉄
分
を
才
二
鉄

と
す
る
と
同
時
に
マ
ン
ガ
ン
も
水

酸
化
物
と
す
る
　

更

に
汁
二
の
攪

拌
機
で
硫
酸
バ
ン
ド
を
注
入
し
て

水
酸
化
ア
ル
ミ

ニ
ュ

ー
ム
の
フ
ロ

ッ

ク
を
作
り
、
鉄
及
び
マ
ン

ガ
ン

の
沈
澱
物
を
凝
集
さ
せ
、
上
ず
み

を
ろ
過
し
、
浄
水
池
に
入
れ
こ
こ

で

塩
素
滅
菌
し
て
こ

れ
を
ポ
ン
プ

で

送
水
す
る
わ
け
で
あ
る
。
こ

の

工
事
費
一
三
九
三
万

円
で

、
一
日

の
ろ
過
能
力

Ｉ
、
三
〇
〇

立
方

メ

ー
ト
ル
と
い
う
か
ら
現

在
の
一
・

五
倍
の
戸
数
に
給
水
で
き
る
わ
け

で
あ
る
。

議
会
傍
聴
記

昭
和
三
十
八
年
度
労
三
回
国

見
町
議
会
の
定

例
会
が
六
月

六

日
午
後
二
時
か
ら
捐
か
れ
た

、

前
回
欠
席
し
て
憂
慮

さ
れ
た
安

藤
議
員
も
に
こ

や
か
な
顔
を
見

せ
た

例
に
ょ
っ
て
定
時
励
行

、

案

件
が
少
な
い
せ
い
か
、
一
件

一
件
い
さ
さ
か
も
お
ろ
そ
か
に

せ
ず
、
夕
闇
迫

る
頃
ま
で
審
議

を
続
け
た
熱

心
さ
に
傍
聴
生
の

方
が
い
さ
さ
か
グ
ロ
ッ

キ
ー
で

あ
っ
た
。
’

倒
、
母
子
寮
事
業
費
八
万
円
支

弁
の

た
め
、
三
十
七
年
度
一

般
会
計
追
加
補
正
予
算
の
専

決
を
承
認
さ
れ
た
）
こ
れ
で

共
同
ｙ

ジ
ソ

ー
台
、
洗
濯
機

一
台
、
野
球
道
具
一
揃
、
ラ

ジ
オ

ー
台
を
備
え
た
。
大

師
、
木
年
四
月
一
日
か
ら
電
気

ガ
ス
税
率
の
Ｉ
％
引
下
げ
と

た
ば
こ
消
費
税
率

Ｔ
・
四
邸

引
上
げ
の
た
め
の
税
条
例
を

改
正
し
こ
れ
に
よ
っ
て
二
十

四
、
五
万
円
の
増
収
が
見
込

ま
れ
る
）
　
　
　

Ｊ

倒
、
入
山
財
産
区
の
立
木
約
二

二
〇
本
十
万
円
を
売
却
し
、

林
道
改

修
費

に
充
て
る
こ
と

が
き
ま
っ
た
。

㈲
、
入
山
財
産
区
は
森
林
開
発

公
団
と
の
分
収
造
林
百

ヘ
ク

タ
ー
ル
の
契
約

を
結

ぶ
こ
と

に
き
ま
っ
た
。
分
収
率
は
財

産
区

六
割
、
公
団
四
割

）

圓
、
大
木
戸
小

プ
ー
ル
建
設
金

士

二
万
円

、
小
坂
小
澗
じ
く

三
万
円

、
忠

霊
塔
建
設
十
万

円
のヽ
寄
付

を
受
納
す
’る
こ
と

に
決

定
。
尚
小
坂

か
ら
は
前

に
三
十
万

の
寄
付
が
あ
っ
た

の
で
合
せ
て
三
十
三
万
と
か

っ
た
わ
け
。
又
大
木
戸
は
地

区

民
の
寄
付
で
建
て
た
旧
中

学
校
舎
を
提
供
し
た
か
た
も

に
な
る
。

㈲
、
農
協
育
成
と
合
併
促
進
の

た
め
元
大
木
戸
中
学
校
舎
建

物
を
国
見
農
協

ブ
ロ
ッ

ク
に

対
七
無
償
譲

渡
す

る
こ
と
に

作
っ
た
。
こ
れ
を
至
急
解
体

し
て
そ

の
跡
に
プ
ー
ル
を
つ

く
る
。わ
け
で

あ
る
。

叨
、、
大
木
戸

、
小
坂
両
校
の

プ

匸

ル
建
設
費
支
弁
を
主
体
と

し
た
総
額
五
十
六
万
円
の
追

加
補
正
予

算
が
決
っ
た

。

㈲
、
石
母
田
東
部
落
に
対
す
る

水
道
布
設
を
す

る
た

め
水
道

施

設

事

業

の
変
更
を
決
め

た
。

圓
、
除
鉄
装
置
工
事
施
行
に
よ

”`
る
排
水
誦
門

を
つ
く

る
経
費

十
六
万

五
千
円
支
弁
の
た
め

追

加

補

正

予
算
が
組
ま
れ

た
。

よ
い
子
た
ち
へ
の
贈
り
物

水
泳
プ
ー
と
二
つ

わ
が
国
見
町
で
は
、
す
で

に
藤

田

、
森
江
野
、
県
北
の
三
校

に
そ

れ
ぞ
れ
水
泳
プ
ー
ル
が
あ
り
、
そ

の
普
及
率
か
ら
い
っ
て
管
内
一
と

い
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
他
の
三

校

に
な
い
と
い
う
こ
と

は
教
育
の

機
会
均
等
の
精
神
か
り
い
っ
て
こ

の
ま
七
く
な
い
と
の
観
点

か
ら
、

一
日
も
早
く
建

設
し
て
や
り

た
い

と
は
各
地
区
父
兄

は
も

ち
ろ

ん
全

町
民
の
願
い
で
あ
っ

た
）
そ
れ
で

去
る
三
月
の
国
見
町
定
例
議
会
並

に
大
枝
小

学
校
組
合
議
会
で
は
揃

っ
て
こ
れ
を
建

設
す

る
こ
と
を
諮

り
、
そ
の
予
算
を
計
上
し

、
又
各

如
旡

町
民
は
Ｐ
Ｔ

Ａ
を
中

心
に
全

葺
を
も
っ
て
協
賛
会
を
つ
く
り
、

寄
付
金
を
ま
と
め
て
当
局

に
差
出

し
、
着
工
の
促
進
を
は
か
っ

た
。

町
で
は
五
月
二
十
八
日
入
札
の
結

果
、
小

坂
は
松
島

屋
、
大
木
戸
は

岩
城
組
、
大
枝

は
安
田
組
と
き
ま

り
、
一
斉
に
着
工

し
た
。
各
業
者

と
も
早
期
完
成
を
め
ざ
し
、
良
心

的
に
工
事
を
施
行
す

る
こ
と

を
中

合
せ
て
い
る
の
で
、
夏

の
水
泳

シ

ー
ズ
ン
ま
で
に
は
タ
テ
ニ
五

メ
ー

ト
ル
、
ヨ
コ
ハ

メ
ー
ト
ル
の
立
派

な
プ

ー
ル
が
三
つ
そ

ろ
つ
て
完
成

す
る
こ
と
で
あ
ろ
う

。
工
費

は
一

つ
七
四
万
円
他

に
附
帯
工
事
を
合

せ
て
大
体
一
〇
〇
万
近
く
か
か
る

わ
け
で
あ
る
。
町
内
全
校
に

プ
ー

ル
が
あ
る
と
い
う
こ
と

は
県
下
に

も
珍
し
い
と
い
わ
れ

、
こ
れ
ま
で

く

る
夏
ご
と
に
親

や
先
生
を
な
や

ま
し
て
来
た
子
ど
も
の
水
泳
に
つ

い
て
『
の
心
配
は
解
消

さ
れ
る
わ
け

で

あ
る
。

ご
利
用
く

だ
さ
い

ラ
ジ
オ
農
業
学
校
録
音

甸
曝
六
時
四
〇
分
（
日
曜
日
は

六
時
三
〇

分
）
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
汁
二

で
放
送
し
て
い
る
ラ
ジ
オ
農
業
学

校
を
お
き
き
で
し

よ
う
か
。
農
業

近
代
化
の
道
案
内
と
な
る
技
術
や

知
識
を
学
ん
で

い
た
だ
く
た
め
の

放
送
で
す

。
仕
事
や
時
間
の
っ
ご

う
で
お
聞
き
に
な
れ
な
か
っ
た
方

の
た
め
に
、
毎
朝
録
音
し
て
あ
り

ま
す
。
あ
と
で
利
用
さ
れ
た
方

だ

ち
か
ら
た
い
へ
ん
喜

ば
れ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
公

民
舘
に
ご
連
絡
く
だ
さ
れ
ば
い
っ

で
も
、
ど
こ
へ
で
も
お
貸
し
し
ま

す
。
テ
キ
ス
ト
の
巻
頭
に
あ
る
放

送
番
組
一
覧
表
を
ご
ら
ん
に
な
り

希
望
の
月
日
と
放
送
単
元（
題
目
）

を
お
知
ら
せ
に
な
れ
ば
テ
ー
プ
と

機
械
を
お
貸
し
し
ま
す
。
使

い
方

も
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
個
人
で
も

グ
ル
ー
プ
で
も
結
構
で
す

。

は

り

め

ぐ

ら

さ

れ

た

デ

ン

ボ

ク

ギ

ユ

ー

ち

ゃ

ん

モ
　
ー
　

こ
　
り
　

ご
　
り

夏

の
間
充
分
に
運
動

さ
せ

、
日

光
士
栄
養
を
豊
富
に
あ

た
え

る
こ

と
は
家
畜
管
理
の
秘
訣
で
あ

る
。

小
坂
峠
に
町
営
放
牧
場
を
設
け
た

こ
と
は
、
本
紙
才
六
一
号
で
お
知

ら
せ
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
ん

ど
諸
準
備
が
で
き
た
の
で

、
去
る

一
日
、
関
係
者
多
数
参
列
し
て
開

場
式
並
に
入
場
式
を
行
な
い
、
淅

一
回
の
希
望
平

を
放
牧
じ
た

。
北

山

糾
合
か
ら
借
り
入
れ

た
約
五
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル（
五
〇

町
歩
一
の
山
地

に
ハ

ボ
ル
ト
の
電
流
を
通
じ
た
鉄

条
が
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て

い
る

。

電
気
に
よ
わ

い
牛
た
ち
は
絶
対
忙

柵
外

に
出

よ
う
と
せ
ず
、
緑
滴
る

若
葉
を
思
う
存
分
食
べ
な
が
ら
、

ゆ
う
ゆ
う
と
山
野
を
ば
っ
し
よ
う

し
て

い
る
。
現
在
八
頭
し
か
入
っ

て

い
な
い
が
、
ま
も
な
く
予
定
の

三
〇
頭
に
な
る
は
ず
と
の
こ
と
。

尚
管
理
人
に
選
ば
れ
た
佐
藤
一
郎

氏
（

泉
田
）
は
次
の
よ
う

に
そ
の

決
意
を
語
っ
て
い
る
。

［
こ
こ
当

分
家

族
と
別
れ
、
こ

の
管
理
小

屋
で
暮
ら
し
ま
す
。

お
あ
ず
か
り
し
た
限
り
は
責
任

を
も
っ
て

お
せ
わ
を
し
、
立
派

な
牛

に
し
て
お
返
し
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
Ｊ

【
写
真
】

は
キ
ャ
ン
プ
・入
り
す
る

牛

た
ち

町
営
牧

場
利
用

組
合
役
員

組
合
長
　
　

赤
井
畑

直

衞

副
組
合
長
　

佐
藤
善
右

工
門

同
　
　
　

谷

口

亀
之
助

監
事
　
　
　

八

島

福
太
郎

同
　
　
　

鈴

木

幸

吉

顧
問

赤
井

徊
直
衞
（
町
長
）
東

海
林

一
郎
（
町
議
会
議
長
）

八
島
建
次
郎
（
農
業
委
員
会

長
）
酒
井
保
（
有
畜
営
農
推

進

協
議
会
長

）
高
木
幸
作
（

同
副
会
長
）
高
橋
友
義
（
小

坂
農
協
畜
産
委
員
）
小
林
光

男
（
森
江
野
同
）
斎
藤
太
助

（
藤
田
方
部
酪
農
組
合
長
）

徳
江
喜
一
　（
森
江
野
和
牛

組

合
長

）早
田
伝
之
助
（
伊
達
郡

畜
産
農
協
連
会
長
）
武
井
勇

・（
伊
達
郡
家
畜
保
健
所
長
）

宍
戸
武
雄
（
国
見
町
農
業
共

済
組
合
長

）

参
与
　

熊
坂
善

七

特
別
委
員
　

酒
井
保

、
八
島
昌
、

高
橋
友
義

七

月

七

日

に

婦

人

の

集

。い

吉
岡
先
生
の
お
話
を
き
く

久
し
く
眠
っ
。て
い
た
国
見
町
連

合
婦
人
会
は

、
こ
ん
ど
会
員
多
数

の
希
望

に
よ
っ
て
連
絡
協
議
会
尽

生
ま
れ
か
お
り

、
最
も
民
主
的
に

運
営
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
の

淅
一
回
の
事
業
と
し
て
、
来
る
七

月
七
日

ｆ
日

）
藤
田
小
学
校
体
育

館
で
『
婦
人
の
集
い
』
を
催
う
し

映
画

を
鑑
賞
し
た
り
、
吉
岡
棟
一

先
生
の
講
演
を
き
く
こ
と
に
な
っ

た
。
’当
日
は

。
町
内
の
婦
人
会
、

農
協
婦
人
部

、
未
亡
人
会
、
婦
人

筈
畔

若
妻

グ
ル
ー
プ
な
ど
、
恙

、

ら
ゆ
る
婦
人
の
参
加
を
求
め
る
螽

と

に
な
る
の
で

、
空
前
の
盛
会

が

予

想
さ
れ
る

）

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員

昭
和
三
十
八
年
五
月
一
日
現
在

の
各
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
役
員
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

○
小
坂
小

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長

。

菅
野
　

正
明

副
会
長

。
目
黒
久
太
郎

同
　
　
　

佐
藤
善
右

工
門

同
　

ｙ

古
内
　

イ
チ

。
会
計

。、

佐
藤
　

源
蔵

厂
同

、
厂

」
二
木
ジ
ュ
ソ

庶
務

’
勹

石
幡
　

久
剛

会
員
　
　

一
七
七
名

予
算
　
　

一

ヱ
（

、
○
○
○
円

○
藤
田
小

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
　
　

本
田
　

吉
助

副
会
長
　

曳
地
　
　

一

同
　
　
　

佐
藤
忠
兵
衛

会
計
　
　

陋

口
　

清
三

監
事
　
　

佐
藤
　

徳
治

同
　
　
　

村
上
　

昭
男

・

会
員
　

’
四
三
〇
名

予
算
　
　

三
三
〇
、
〇
三
五
円

Ｏ

森
江
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
　
　

古
山
　

伝
作

副
会
長
　

村
上
　

太
一

同
　
　
　

高
梨
　

ミ
ネ

会
計
　
　

佐
久
間
孝
雄

会
員
　
　

二
二
四
名

予
算
　
　

一
六
六
、
〇
五
一
円

Ｏ
大
木
戸
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ

会
長
　
　

八
島
　

栄
一

副
会
長
　

松
浦
　

芳
蔵

同
　
　
　

山
ロ
ト
キ
ョ

庶
務
　
　

佐
藤
ｙ
　

信

会
計
　
　

渋
谷
　

愛
子

同
　
　
　

多
勢
　

勝
美

会
員
　
　

二

匸
一
名

予
算
　

。
一
三
八
、
一
三
六
名

○

大
枝
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
　
　

丸
山
　

新
蔵

副
会
長
　

佐
藤
　
　

広

同
　

厂

‘後

藤
　

勝
治

同
　
　
　

小
林
　

テ
イ

監
査
　
　

佐
藤
　

鶴
吉

同
　
　
　

鈴
木
　

忠
吉

同
　
　
　

鈴
木
　

幸
一

１

会
員
　

二

九
七
名

予
算
　
　

匸

一
四
、
四
五
四
円

Ｏ
県
北
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
　
　

八
巻
　

正
雄

。

副
会
長
　

鈴
木
誠
之
助

同
　
　
　

石
川
　

暢
男

同
　
　
　

小
林
　

美
秋

会
計
　

渡
辺
　

富
雄

’

同
　
　
　

佐
藤
　

吉
勇
　
ｙ

書
記
　
　

松
浦
　

寅
三

監
査
　
　

高
梨
　

’ミ
淬

同
　
　
　

鈴
木
　

伴
治

同
　
　
　

佐
藤
　

源
蔵

会
員
　
　

九
五
九
名

、予
算
　
　

七
〇

一
、
九
〇
四
円

○

道

や

川

は

わ

が

家

の

延

長
・：
…
　

み

ん
・な

の

協

力

で

町

を

美

卜″
く

し

ま

し

よ

う



教材ものぐ たり
－ラジオの巻一

私
た
ち

扛
こ
れ
ま
で

、
グ
ル

ー
プ
で
の
学
習
は
、
話
し
あ
い

に
ょ

る
の

が
た
い
へ
ん
効
果
が

あ
る
と

い
う
こ
と
を
勉
強
し
て

き
ま
七
だ
。
し

か
し
、
実
際
に

は
な
か
な
か
話

し
あ
い
が
う
ま

く
す
す
ま
な
い

で
、
そ
れ
よ
り

も
講
師
を
た
の

ん
で
お
話
を
き

い
た
方

が
て
っ

と
り
ば
や
い
と

い
う
こ
と
に
な

っ
て
し

ま
い
ま

す
。
先
生
の
お

話
し
も

結
構
、

料
理
や
い
け
花
の
け
い
こ
も
た

い
せ
つ
で
す
が
、
そ
れ

だ
け
で

は
、
効

果
が
う
す

い
の
で
す
。

文
明

が
す
す

ん
で
、
世
の
中

の

七
く
み

は
と
て

隲
い
り
く

ん

で

き
ま
し
た
。
人
隋

が
宇
宙

を

飛

び
ま
わ
り
、
国
の
政
治
や
経

済

も
、
国

際
的
な
う
ご
き
の

な

か
で
と
ら
え

な
く
て

は
な
り

ま

せ
ん
。
こ

の
よ
う
に
い
り
く
ん

で
き
た
世
の
中
で
、
私
た
ち
が

よ
り
よ
い
社
会
を
め
ざ
し
、
よ

り
よ
い
暮
ら
し
を
ね
が
う
た
め

に
は
、
ひ
と
り
び
と
り
が
、
世

間
の
こ
と
を
よ
く
知
り
、
正

し

い
判
断
を
も
た
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ

ん
。
そ
の
判
断
の
材
料
を

ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
は
さ
し
出
し

て
い
る
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
放
送
は
、
ひ
と
り

で
み
た
り
き
い
た
り
し
て
、
ひ

と
り
で
自
分
の
判
断
の
よ
り
ど

こ
ろ
と
し
て
も
よ
い
の
で
す
。

け
れ
ど
も
、
幾
人
か
の
人
が
集

ま
っ
て
（

グ
ル
ー
プ
で
）
め
い

め
い
の
も
の
の
見
か
た
考
え
方

を
出
し
あ
う
こ
と
が
、
な
お
い

つ
そ
う
じ

ぶ
ん
の
意
見
を
ふ
か

め
、
た
し
か
め
て
、
よ
い
勉
強

に
な
る
こ
と
は
、
い
ま
ま
で
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
に
の
べ
ら
れ
て

き

た
と
お
り
で
す
。
み
ん
な
で

考
え

あ
う
こ
と
（
世
論
）
、
行
魴

す

る
こ
と
（
実
践
）
１

グ
ル
ー

プ
で
視
聴
す

る
こ
と
の
意
味
は

こ

こ
に
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で

は
ラ

ジ
オ
、
テ
レ
ビ

を
学
習

に
利
用
す

る
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
を
考
え
て
み
ま

し
よ
う
。
ま
ず
、
じ
つ
さ
い
に

そ
の
利
用

は
ど

ん
な
ふ
う
に
行

わ
れ
て

い
る
か
を

あ
げ
て
み
ま

し
よ
う
Ｏ

①

視
聴

グ
ル
ー
プ
の
型

气

放
送
番
組
を
集
団
で
視
聴

し
学
習

す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
グ
ル
ー
プ
。「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

婦

人
学
級
」
　「
青
年
学
級
の
友

へ
」
な
ど
。

二
、
目
的
を
持
っ
た
組
織
、
た

と
え
ば
婦
人

団
体

、
Ｐ
Ｔ
Ａ

、

婦
人
学
級
、
青
年

学
級
な
ど

が
、
学
習
計
画
の
な
か
に
放

送
を
取
り
入
れ
て
い
る
ば
あ

い
。

三

、
「
ラ
ジ
オ
の
集
い
」
　「
テ

レ
ビ
の
集

い
」
な
ど
同
志

が

い
っ
し

よ
に
き
い
て
あ
と
で

話
し
あ
い
を
す
る
も
の
。

四

、
会
社
や
組
合
な
ど
で
、
技

能
講
座
な
ど
を
利
用
し
て
い

る
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

集
ま
り
か
た
も
さ
ま
ざ
ま
で

人
数

の
面
で
は
七
～

八
人

か

ら
三
〇
～
五
〇
人
、
集
ま
る

場
所
と
し
て
は
会
員
宅
を
利

用
す
る
も
の
、
学
校
公
民
舘

集
会
所
な

ど
を
つ
か
う
も
の

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

（
こ
の
項
っ
づ
く
）

人
づ
く
り
に
一
役

こ
と
し
も
保
育
所
三
つ

例
年
農
繁
期
に
開
設
し

、
地
域

の
親
だ
ち
か
ら
喜
ば
れ
て

い
た
季

節
保
育
所
が
、
こ
と
し
も
六
月
一

ぱ

い
の
期
間
で
開
か
れ
て

い
る
）

最
初
農
繁
期
に
お
け
る
幼
児
の
事

故
防
止
ぐ
ら
い
を
ね
ら
っ
て
は
じ

め

た
も
の
が
、
当
事
者
の
努
力
と

工
夫
に
よ
っ
て
そ
の
教
育
的
効
果

の
大
き
さ
が
み
と
め
ら
れ
、
入
所

希
望
者
が
押
す
な
押
す
な
の
盛
況

で
あ
る

）
わ
ず
か
一
ヶ
月

の
集
団

生
活
で
は
あ
る
が
、
そ

の
間
に
幼

児
た
ち
の
身
に
っ
け
る
社
会
性
や

自
主
性
は
ま
こ

と
に
大
な

る
も
の

が
あ
り
、
親
．た
ち

が
安
心
し
て
増

産
に
専
念
で
き
る
心
理
的
効
果
と

合
わ
せ

、
地
域
民
が
歓
迎
す
る
の

も
当
然
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

＠
徳
江
南
部
季
節
保
育
所

場
所
　
　

徳
江
南
部
公
民
舘

責
任
者
　

佐
野
　

市
郎

幼
児
数
　

三
七
名

保
母
　
　

蓬
田
　

ゆ
り

・
佐
野
　

裕
子

佐
藤
　

ノ
ブ

④
塚
野
口
季
節
保
育
所

場
所
　
　

塚
野
目
公
民
舘

責
任
者
　

佐
久
間
直
次

幼
児
数
　

三
〇
名

保
母

で

佐
久
間
尚
子

大
内

シ
ト
シ

佐
久
間
フ
サ

＠

大
木
戸
季
節
保
育
所

場
所
　
　

大
杢
‐‐尸
小
学
校

舎

責
任
者
　

八
島

福
太
郎

幼
児
数
　

六
〇

名

保
母
　
　

松
浦
　

（

ル

鈴
木

サ
ダ
子

笠
松
　

信
子

松
浦
　
　

琴

【
写
真
】
上
か
ら
徳
南
、
塚
野
目

大
木
戸
の
各
保
育
所
幼

児
た
ち

グ
ル
ー
プ
の

十
二
め
条
件

わ
た
く
し
た
ち
は
、
○
○
会
と

か
、
×
．×
学
級
と
か
、
△
△
ク
ラ
ブ

と
か
、
名
前
こ
そ

ち
が
う
け
れ
ど

も
、
な
に
か
の
集
団
を
つ
く
り
、
目

的

を
立
て
て
活
動
し
て
い
ま
す

。

こ
れ
を
普
通
に

グ
ル
ー
プ
と
呼

ん

で
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
グ
ル

ー

プ
が
活
発

に
活
動
す
る
た
め
に
は

最
低
次
の
条
件

が
必
要

だ
と
い
わ

れ
て

い
ま
す
。

１
、
毎
度
の
集
り
で

、
み

ん
な
の

顔
が
み
ん
な

に
見
え

湎
沚
う
な

座
形
が
と
れ
る
・
　
　
　

／

２
、
一
人
の
発
言
を
み
ん
な
で
き

き

、
そ
の
意
見
を
み
ん
な
で

考

え
る

習

慣

が

っ
く
ら
れ
て

い

る
Ｏ

‘

３
、
毎
回
の
集
り
で
、
一
人

も
自

分
の
意
見
を
出
さ
ず
に
帰
る
よ

う
な
人
が

い
な
い
。

４
、
と
く

べ
っ
に
大
き
な
声
を
出

さ
ず
と
も

、
ふ
つ
う
の
声
で
み

ん
な

に
き
こ
え

る
。

５
、
一
人

が
意
見
を
出
す
と
、
み

ん
な
わ
け
な
く
そ
れ
に
共
鳴
し

た
り

、
盲
従
し

た
り
す
る
こ
と

な
べ

、
ち
が
っ

た
意
見
、
ち
が

っ
た
立
場

を
考
え

つ
く
こ
と
の

で
き

る
人

が
必
ず

い
て
、
相
互

の
ち
が
い
を
み

ん
な
で
比
較
考

察
す

る
こ

と
が
で
き
る
。

６
、
毎
回

の
集
り
で
、
き
よ
う
は

誰

と
誰

が
欠
席

し
た
と

い
う
こ

と
が
、
一
目
で
み

ん
な
の
者
に

わ
か
る
よ
う
な

、
気
持
の
交
流

が
お
こ

な
わ
れ
て

い
る
こ
と
。

７

、
欠
席
す

る
人
や
遅
刻
す
る
人

は
、
み
ん
な
に
迷
惑
を

か
け
ま

い
と
、
必
ず
事
前

に
ど

ん
な
方

法
に
よ
っ
て
か
、
そ
の
理
由
を

（
グ
ル
ー
プ
に
届

け
る
習
慣
が
っ

い
て
い
る
こ
と
）
　
　
　
　
　

、

８

、
グ
ル

ー
プ
の
話
し
あ
い
は
、

井
戸
端
会
議
と
ち
が
う
の
で
、

同
時
発
言
や
局
部
発
言
が
全
く

み
と

め
ら
れ
な
い
。

９

、
グ
ル

ー
プ
は
、
自
分
た
ち
の

ｆ’

共
同
の
歩
み
の
足
あ
と
と
し
’て

ご
そ
の
記
録
を
持
づ
て
い
て
、
時

″
時

ふ
り

か
永
っ
て
は
た
し
か
め

あ
っ
て
、
つ
ぎ
の
新
し

い
足
ど

り
に
出
発
す

る
。

1
0、
グ
ル
ー
プ
は
一
度
や
二
度

の

集
り
で
結
論
を
出
そ
う
な
ど
と

あ
せ
ら
ず
、
じ
っ
く
り
材
料
を

持
ち
よ
り
、
読
み
あ
っ
て
考
え

を

ふ
か
め
、
た
し
か

め
て
い
く
。
1
1

、
グ
ル
ー
プ
の
集
り
で
は
、
必

ず
次
の
集
り
ま
で
に
し
ら
べ
て

き
た
り
、
考
え

て
き
た
り
す

る

問
題
・
が
整
理
さ
れ
、
の
こ

さ
れ

る
O

1
2、

グ
ル

ー
プ
員
は
何
事
も
ひ
と

ご
と
と
思
わ
な
い

。
必
ず
み
ん

な
の
仕
事
も
分
け
持
ち
、
そ
の

責
任
を
果
た
す
。

子ども。ため。毋親文庫
み
ん
な
で
本
を
読
み
ま
し
よ
う

公
民
舘
で
は
こ
ん
ど

若
い
お
ほ
さ

ん
方
に
読

ん
で
も
ら
う
た
め
、
特

に
母
親
向
き
の
木
を
た

く
さ
ん
？
購
入
し
ま
し

た
。
若
妻
学
級
な
ど
の

グ
ル
ー
プ
で
ぜ
ひ
利
川

し
て
く
迴
さ
い
。

わ
が
子
の
進
学
二
〇

問
、
子

ど
も
の
か
ら
だ

の
基
礎
知
識

、
お
と
な

は
敵
だ
っ

た
、
十
代
の

危
機
、
子
ど
も
読
書
の

導
き
か
た
、
反
抗
期
の

導
き
か
た
、
母
親
入
門

子

供
の
く
せ
と
し
つ
け
、
家
庭
に

か
わ
る
も
の
は
な
い
。
子

ど
も
の

知
恵
の
仲

ば
し
方
、
于

ど
も
の
劣

等
感
、
子
ど
も
の
考
え
始
め
る
時

か
し
こ
い
母
と
な
る
た
め
に
、
母

十
三
人
の
手
記

、
知
ら
れ
ざ
る
子

ど
も
、
母
よ
悲
し
む
な
か
れ
、中
学

生
の
モ
ラ
ル
、

な
ぜ
私
は
ぐ
れ
た

か
、
こ
う
叱

る
こ
う
ほ
め
る
、’
わ

が
子
に
強
く
な
り
た
い
母
へ
、
ほ

ん
も
の
の
学
力
、
し
あ
わ
せ
な
子

ど
も
の
ゆ
く
え
、
お
も
ち
ゃ
と
子

ど
も
、
地
域
子
ど
も
会
入
門
、
家

庭

の
精
神
衛
生
、

お
母
さ

ん
の
知

恵
、
叱
ら

ぬ
教
育
の
実
践
、
子
ど

も
の
知
恵
を
の

ば
す
お
話
と
遊
び

子

ど
も
が
耳
を
す

ま
す
と
き
、
親

と
子

は
も
つ
と
楽

し
く
暮

せ
る
、

優
秀
児
の
育
て
方

、
豊
か
な
才
能

づ
く
り
、
子

ど
も
の
才
能
発
見

、子

ど
も
の
成
長

、
子

ど
も
に
つ
き
あ

う
法
、
子

ど
も
の
生
理

と
心
理
、

勉
強
が
好
き
に
な
る
木

、
新
版
現

代

子
ど
も
気
質

、
現
代

つ
予
採
点

法
、
親
と
娘
と
息
于
た
ち

ご
Ｌ
ど

も
を
仲
ば
す
環
境

ご
ｙ

ど
も
の
性

教
育

。
お
け
さ
ま
を
困
ら
せ
る
ｆ

ど
も
の
質
問

、
お
母
さ
ま
こ
そ
最

良
の
家
庭
教
師

。
マ
マ
の
家
庭
教

師

、
話
し
方
の
研
究

、
こ
ど
も
の

見
方
と
導
き
方

、
話
し
合
い
の
育

児

、
テ

レ
ビ
と
子
ど
も
、

マ
ン
ガ

と
子

ど
も
、
勉
強
好
き
に
す
る
に

は
、
中
学
高
校
生
7
8
の
恫
み
、
出

来
る
子
供
出
来
な
い
子
供
、
現
代

つ
子
飼
育
法
、
幼
児

の
見
方
育
て

方

、母
と
子
の
二
十
分
間
読
書
、
お

か
あ
さ

ん
こ
ん
に
ち
は
、
子
供
か

ら
の
解

放
、
レ
ソ
ガ
の
子
ど
も
、

働
く
人

た
ち
、
お
か
あ
さ
ん
、
お

と
う
さ
ん
、
一
年
ぼ
う
ず
、
キ
ュ

ー
ポ
ラ
の
あ
る
街
。

※
こ
の
外

に
も
た
く
た
ん
あ
り

ま
す
か
ら
係
り
に
お
申
出
で

く

だ
さ
い
。

地
域
婦
人
会

の
役
員

④
小

坂
婦
人
会

会
長
　
　

横
山
　

キ
ｆ

副
会
長
　

黒
1
1
1
　ヒ

卩

同
　
　
　

高
鵑
　

八
重

庶
務
　
　

菅
野

キ
Ｉ
子

会
計
　
　

佐

藤
ｒ

フ
ョ

会
員
　
　

で
．一
九
名

丁

算
　
　

二

九
　

六
〇
〇
円

向
佐
川
婦
人
会

会
長
　
　

城
川
　

キ
ョ

副
会
長
　

野
村
ち
よ
の

同
　
　
　

八
島
キ
廿
ノ

同
　
　
　

松
浦
　

セ
ヅ

占
記
　
　

占
川
　

フ
イ

会
計
　
　

斎
藤
　

久
子

同
　
　
　

阿
部
サ
グ
子

監

査
　
　

高
橋
　

ト
ミ

同
　
　
　

国
分
い
ち
の

会
員
　
　

二
五
○
名

予

算
　
　

五
二
、
七
七
八
円

④
森
江
野
婦
人
会

会
長
　
　

村
上
　

ト
ク

副
会
長
　

徳
江
　

ナ
ツ

庶
務
　
　

小
野
　

悦
子

渝
計
　
　

佐
久
間
八
代

副
会
計
　

大
波
ト

シ
子

監
査
　

、
大
津

キ
ク
ノ

同
　
　
　

佐
久
間
フ
サ

同
　
　
　

宍
戸
　

キ
ョ

会
員
　
　

一
一
〇
〇
名

’
予
算
　
　

六
三

、
〇
八
九
円

（
ｔ
）大
木
戸
婦
人
会

会
長
　
　

松
浦
　
（

ル

副
会
長
　

山

ロ
ト
キ
ョ

会
計
　
　

八
島
　

ア

キ

書
記
　
　

渡
部
　

サ
ヵ

会
員
　
　

一
四
〇

名

予
算
　
　

八
〇

、
七
四
一
円

④
大
枝
婦
人
会

会
長
　
　

佐

藤
（

ル
ヨ

剛
会
長
　

小
林
ｙ

サ
ミ

潛
記
　
　

人
浪
　

ヨ
テ

会
計
　
　

佐
藤
　

キ
ソ

監
査
　
　

佐
藤
あ
や
を

同
　
　
　

井
砂
　

シ
ナ

会
員
　
　

七
二

名

決
算
高
　

四
〇

、
八
八
五
円

盛
ん
な
青
年
の
ク
ラ
ブ
活
動

－

八

島

君

の

第

五

信－

・
も
う
早
植
も
す
み

、
果
樹
、

養
蚕
、・
麦
の
取
入
れ
と
毎
日
多

忙
な
日
が
続
い
て

い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
ヽ
こ

の
地

デ
ン
マ
ー

ク
に
も
よ
う
や
く
春

が
訪
れ
、

五
月
下
旬
、
気
温

も
二
十
度
前

後
の
日
が
続
き
、
若
葉
を
吹
く

風
も
さ
わ
や
か
に
、
ひ
ば
り
を

始
め
た
く
さ
ん
の
小
鳥
が
さ
え

ず
り
、
水
仙
に
代
っ
て
チ
ュ
ー

ク
ッ
プ
が
咲
き
乱
れ
、
全
く
す

ば
ら
し
い
季

節
と

な
り
ま
か

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
私
も
す
こ

ぶ
る
元
気
で
仕
事
に
励
み
、
生

活

を
楽
し
み
な
が
ら
研

究
に
努

め
て
い
ま
す

。

花
と
い
え

ば
タ
ン
ポ
ポ
が
実

に
多
く
、
道
の
両
側
に
群
が
り

咲
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
小
高

い
丘
か
ら
眺

め
る
と
、
緑
一
色

の
牧
場
や
畑

に
黄
色
い
ベ
ル
ト

を
し
め
た
よ
う
に
延
々
と
続

い

’
て
ま
す
。

夕
方
、
大
き
な
太
陽

‘が
ま
っ
か
に
輝
き
な
が
ら
、
地

平

線
の
彼
方

に
沈
む
さ
ま
は
、

何
と
も
た
と
え
よ
う
が
あ
り
ま

せ
ん
）
仕
事
も
、
五
月
上
旬
の

播
種

期
に
ち
よ
っ
と
忙
し
か
っ

た
だ
け
で
ま
っ
た
く
ひ
ま
に
な

り

ま
し
た

。
特
に
乳
牛

が
完
全

に
放
牧
さ
れ
た
今
日

、
体
を
も

て

あ
ま
す
く
ら
い
で
す
。
そ
れ

で

、
見
学
や
視
察

が
多
く
な
り

日
。曜
日
に
は
自
転
車
で
、
近
く

の
町
村
や
港
な
ど
を
見
て
廻
っ

て

い
ま
す
。

土
地
も
気
候
も
決
し
て
日
本

よ
り
良
い
と
は
い
え
な
い
こ

の

地
で
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
高

い

生
活
を
営
ん
で
い
る
の
か
ま
だ

わ
か
り
ま
せ
ん
。
と

に
か
ぐ
農

村
も
町
も
ほ
と
ん
ど
変

り
な
い

生
活
を
し
て
い
ま
す

。
毎

日
六

時
で
仕
事
を
終
り
土
曜

日
は
半

休
、
日
曜
は
全
休
で
す

。
生
活

や
習
慣
に
も
馴

れ
、
こ

と
ば
を

除
い
て
は
ほ
と
ん
ど
不
自
由
な

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
友
人

も

で
き
た
の
で

、
青
年

の
生
活

な

ど
を
聞
い
て

み
ま
し
た
）
若

い

人
た
ち
は
、
各
種

の
ク
ラ
ブ
を

作
り
、
一
週

一
回
か
、
月
二
回

位
集
ま
っ
て

い
る
よ
う
で
す

。

す
べ
て

自
主
運

営
で

、
資

金
は

三
分
の
二
位

は
国
か
ら

の
補
助

が
あ
る
そ
う
で
す

）
ス

ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
、
ダ
。ソ
ス
ク
デ
ブ
を
始

め
社
交
を
中

心
と
し
た
も
の
が

多
く

、
一
人
で
二
？
五

の
ク
ラ

ブ
に
入
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

私
た
ち
は
、
前
期
の
実
習
も

今
月
で
終
り
、
七
月
一
ぱ
い
は

休
暇
旅
行
と
講
習
で
す
。
デ
ン

マ
ー
ク
の
家
畜
共
進
会
を
中
心

に
、
コ
。ヘ
ソ
（

Ｉ

ゲ
ソ
で
外
国

人
の
農
業
実
習

生
約
百
五
十
名

と
五
日
間
の
見
学
を
中
心
と
し

た
合
宿
が
あ
り
、
そ
の
前
後
に

ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
エ
ー
デ
ン
、

ド
イ
ツ
、
‘ス
イ
ス
の
農
業
を
見

る
計
画
で
す

。
八
月
か
ら
十
月

（
又
は
十
一
月

）
ま
で
の
後
期

実
習
も
、
も
う
配
属
農
家
が
決

っ
て
い
ま
す
。

先
は
右
近
況

お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。
陰
雨

、
農
繁
の
節
、

お
体
に
ご
留
怠
の
上

お
働
き
の

程
を
お
祈
り
申
上
げ

ま
す
。

「

写

真

」

は
来

る
途
中
見
学
し

た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
広

大
な
農
場
の
光
景
で

す
。

デ

ン
マ
ー
ク
に
て

八
島
　

博
正

み
ん
な
の
広
場

－

編
集
後
記
に

か

え

て

Ｉ

○
放
牧
場

仲
間
と
共
に
大
い
に
食
い
、

日
に
当
り
、
歩
き
ま
わ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
子
牛
た
ち
は

す
ば
ら
し

い

体

格

を

つ
く

る
Ｏ

○
水
泳
プ
ー
ル

一
つ
の
プ
ー
ル
を
、
み
ん
な

で
使
う
と
い
う
こ
と
に
ょ
っ

て
、
た
だ
単

に
か
ら
だ
を
き

た
え
る
と
い
う
こ
と
以
上
に

仲
間
づ
く
り
と
し
て
の
意
義

が
あ
る
Ｊ

○
季
節
保
育
所

た
と
え
一
年
の
十
二
分
の
一

と
い
う
短
い
期
間
で
も
、
幼

児
に
と
っ
て

は
た
の
し
い
思

い
出
で
あ
り
、
人
格
形
成
の

場
で
あ
る
。

○
集
会
所

そ
れ
は
、
い
わ
ば
み

ん
な
の

放
牧
場
で
あ
り
、

プ
ー
ル
で

あ
り
保
育
所
で
あ
る
。
み
ん

な
集
っ
て

、
た
の
し
み
な
が

ら
人
格
を
み

が
い
て

い
く
た

め
の
道
場
で

あ
る
。
み

ん
な

の
善
意
と
工

夫
に
ょ
っ
て
作

ら
れ
た
み
ん
な
の
広
場
で
あ

る
。
こ
れ
を
利
用
す

る
ご
と

萪
よ
っ
て
、
更
に
新
し

い
善

意
と
工
夫
が
生
れ
る
こ
と
を

期
待
す
る
。

○

青

少

隼

は

大

惧・
な

‘
国

家

の

宝・
…
ｔ・・
　
お

ど

な

の

責

任

で

よ

い
゛
環

境

を

与

え

ま

し

よ
う
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